








長江に臨み､ 川の水がとうとうと流れていた西津渡には､ 数千年の間､ 李白・
孟浩然・王安石・マルコ・ポーロなどの多くの有名人が足跡を残した｡ 地元の
人々はこの渡し場を往来して商売し､ 鎮江の繁栄を伝えてきた｡ それに繋ぐ全

















こうした歴史の背景として西津渡地域には､ 宗教建築物､ 西洋建築物､ 民国
時代の建築物､ 清朝から建てられた江南民宅など様々な建築物が存在している｡
その中でも､ 旧イギリス領事館や昭関石塔など国家レベルの文化遺産が軒､
省､ 市レベルの文化遺産軒が含まれている｡ また､ 観光資源として西津渡
地域には､ 宗教文化､ 食文化及び租界文化などの歴史的文化資源が多く残され
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なかったため､ 建物の老朽化が進んでいた｡ また､ この地域には世帯､
合計人が住んでいたため､ 人口密集地域でもあった｡ 年に鎮江市


































文旅公司は､ 弁公室､ 財務部､ 産業発展部､ 工程部､ 文史部､ 旅游発展部､
情報管理センターという七つの部署を有する｡ 全従業員は人であり､ 西津
渡観光地域における管理運営の役割を担っている｡ 主な職能は､ 西津渡地域に
おける様々な文化に対して､ 保護､ 建設､ 観光､ 管理に関わるものである｡ こ
れまでの観光開発活動として､
① 毎年年中行事に応じてイベント､ 展示会､ 展覧会､ 祭りなどの活動を主催






















した｡ 沿街の伝統的住宅に対して､ 増築を解体し､ 伝統的景観を維持する方
針で修繕活動を実施した｡ 新たに作られた景観に対して地域の歴史文化に応
じて統合し､ 工業用建築に対してリノベーション方式を採用した｡
③ 企画書作成において､ 人文資源と自然資源を統合するために､ 開発プロジェ
クトに関する企画書は､ 上海同済大学､ 東南大学といった外部の専門家と連
携して作成する｡














揚州市と数十キロしか離れていない｡ そして､ 滬寧高速鉄道､ 滬寧高速道路､
揚高速道路､ 国道に繋がる｡ このような立地状況によって､ まず南京､
揚州及び台湾､ 香港などの地域からの観光客を開発する｡ その次に､ 長江デル
タ地域の観光市場を開発する｡ この地域は人口密度が高く､ は全国のほ
ぼ	％を占め､ 交通も発達している｡ 市場開発活動はその地域の各観光業界










を向上させる｡ 具体的には､ 優れたガイドを育成することから始まる｡ 彼らの
案内活動を通じて観光客に良質なサービスを提供し､ 全地域のサービス品質の
向上を促進させる｡ また､ 西津渡地域においては､ 宗教文化､ 建築文化及び民
族文化など多様な文化が共存しているため､ それらの文化を研究し､ 観光客の
















て開発活動を進めた (図)｡ 一号地には､ 元亜細亜火油公司､ 税務司公館､
工部局巡捕房等､ 旧租界建築が集中している｡ 開発される前には“鎮江前進印
刷工場”の工業用地と住宅地として利用されていた｡ この地域に対する具体的
な開発活動は､ まず工場用地を買い取り､ 住民を全部移住させた｡ それから､
旧租界の旧跡を修繕し､ 鎮江初の文化クリエイティブ産業園 (基地) を設立し､

















現在この地域には､ 鎮江菜館､ 鎮江盖面品鑑館､ 八分飽､ 西津会館､ 風尚
西餐庁､ スペインレストラン､ 雅獅酒店､ 清水湾温泉会所､ 老埠頭菜館､ 渡客
客桟､ 小山楼国際青年旅舎､ 濾清器厰､ 子閲楼､ 三友堂等知名な飲食娯
楽商家が駐在している｡ そして､ 今年の五月から自動図書館 (無人図書館) を
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 日 期 テ ー マ 場 所
 月日 児童書道大会 鑑園広場
 月～日 全国紙切り展覧会 西津画院
 月日 江蘇舜天チームとの交流会 濾過器工場

























る｡ 一部の人はビジネス活動に関心を持っているが､ その方法を知らず､ 投資




た ｢歴史文化名城保護 (西津渡)｣ という資料には､ 二つの理由が書かれてい




















来の工業機能を取り除き､ 居住機能に観光機能､ 教育機能､ 文化機能､ 商業機
能､ 産業機能を加え､ 行政主導の大規模な開発活動を実施したのである｡ しか
し､ この地域に新しく加えられた多様な機能は､ それぞれの役割を果たしてい
るのであろうか｡ 実際､ イベントや祭り以外伝統商貿街や旧租界地域にある店




























 古くから生産された恒順の香酢 (黒酢) が世界各地に輸出され､ 日本でも人気がある｡
また､ このお酢と一緒に食べる地元の鍋蓋麺 (グオガイメン) や肴肉 (シャオロウ) も絶
鎮江市西津渡における観光開発に関する一考察
――




 鎮江市地方志編纂委員会編；張世 [ほか] 總纂 () 『鎮江市志』 上海社会科学院
出版社､ 第十九巻､ ｢城市建設｣ により｡
 当時太平軍がこの地域で頻繁に活動したため､ 実際､ 租界では商業活動が行われなかっ
た｡ その後太平軍が失敗し､ 年以後租界はようやく商業活動が行われ､ 建築物も建
てられた｡ (費成康 () 『中国租界史』 上海社会科学院出版社)
	 当時の為替レートで日本円に計算すると約億千万円である｡
 第一期は年～
年､ 第二期は年～年まで､ 年第三期 (年～
	年)“雲台山地域改造”､ 第四期 (年～)“西津湾建設”に分かれている｡

 年 ｢西津渡古街区保護規｣､ 年 ｢西津渡歴史風貌区保護与整治規｣､ 
年 ｢鎮江市西津渡歴史街区修建性保護規設計｣､ 年 ｢西津渡風貌保護区修規拡編｣､
年 ｢鎮江市清山緑水 (雲台山) 総合整治規｣｡ 年 ｢西津渡国際旅游渡假村規｣､
｢江蘇省級文化産業極聚区発展規｣､ 年 ｢伯先路保護規格｣､ ｢大龍王巷保護規格｣｡




 上海新天地モデルについて､ 張慧娟 () ｢上海における租界観光開発に関する一考
察―組織論的な観点からの分析―｣ 『日本観光学会誌』 第	号を参考されたい｡
 鎮江市住建局 () ｢鎮江市西津渡歴史街区保護更新工程“十一五”建設規｣｡
 外観を修復し､ 中には､ 現在の利用状況に適応して新たな付加価値を再生させる｡
 合計	万キロメートルの住宅を修繕した｡
	 ① ｢西津渡歴史街区総合管理暫行弁法｣､ ② ｢西津渡歴史文化街区保護共建協議｣ とい
う主に二つの契約を結んだ｡
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